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１．はじめに

第５回福大生による東アジア映画字幕制作・成果発表
会は 2013 年 9 月 21 日（土）に行われた。前年からの中
国・韓国と日本の外交上の軋轢が尾を引き、嫌中・嫌韓
ムードを煽る声が高まっている時期ではあったが、私た
ちは過去４回と同様、多くの市民に支えられ無事成果発
表会を行うことができた。中国・韓国と日本の間で相互
理解を深めるためには当然ながら政治や行政の次元での
活発な意見のやり取りや交流による環境の整備が望まし
く、またそうした高度なレベルでの交流の積み重ねに大
きな効果があるのは言うまでもない。しかし、それがな
されえないとき、やはり民間交流、あるいは私たちの行
なうような中国・韓国を第一次的な資料（映画という形
ではあれ）を通じて正確に知ろうとする努力も、いささ
か行き過ぎた自賛ではあろうが、東アジアの未来に向け
てのごく小さな作業でありつつも貴重な蓄積の一つとな
りうるものと信じてやまない。映像は当時の社会や人々
の感情を反映し、その映像や台詞に込められた言葉の中
に現代に生きる私たちが読み取るべきものは多い。台詞
の翻訳にとどまらない理解が、私たちの作業を行った学
生たち、関係してきた学生たちの中に芽生えることを願
うばかりである。

以下、その成果発表会について簡単ではあるが概要を
まとめておきたい。

（間・熊木）

２．実施報告

２－１．事業名

第５回福大生による東アジア映画字幕制作成果発表会

２－２．概要

このプログラムは、人文学部東アジア地域言語学科の
有志学生と教員が協力して、1950、60 年代の作品等、
普段あまり見ることのできない韓国・中国映画に日本語
字幕を付け、その成果を市民に公開しようと 2009 年か
ら始めたものである。５回目に当たる本年は、諸般の事
情により、1960 年代の中国映画にのみ日本語字幕を付
け、それに加え 1941 年に制作された朝鮮映画を本学科
教員の解説付きで上映した。この事業はアジアフォーカ
ス・福岡国際映画祭 2013 協賛企画である。

２－３．内容

（1）日時：2013 年 9 月 21 日（土）
（2）会場：福岡天神エルガーラ 7 階多目的ホールⅠ
（3）主催：福岡大学人文学部東アジア地域言語学科
（4）後援：福岡市、福岡市教育委員会、駐福岡中国総領
　　　　　事館

（5）プログラム：13 :00　開場
　　　　　　　　13 :30　「我們村裡的年軽人・続集（続
　　　　　　　　　　　　村の若者たち）」上映
　　　　　　　　15 :15　「半島の春」上映、解説（熊木勉）
　　　　　　　　17 :15　終了

（6）入場料：無料
（7）上映：プロジェクタ投影
（8）その他：韓国映画は韓国映像資料院のものを使用。

２－４．上映作品

（1）中国映画「我們村裡的年軽人・続集（続村の若者た
ち）」1963 年、監督：蘇里・伊一青、脚本：馬烽、出演：
梁音、金迪、李亜林ほか

（2）朝鮮映画「半島の春」1941 年、監督：李炳逸（イ・
ビョンイル）、出演：金一海（キム・イルヘ）、金素英
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（キム・ソヨン）

２－５．参加者数

のべ 116 名。

２－６．配布物

（1）チラシ（大学公式ホームページにも掲載。）
（2）リーフレット（当日会場にて配布。後掲。）

２－７．情宣・報道など

（1）アジアフォーカス・福岡国際映画祭 2012 公式リー
フレット（後掲）

（2）アジアフォーカス・福岡国際映画祭公式 HP
（3）福岡大学公式 HP
（4）福岡大学人文学部東アジア地域言語学科 HP

２－８．観客の感想（全 44 通、のべ 53 通）

（1）中国映画「我們村裡的年軽人・続集（続村の若者た
ち）」に関するもの：32 通

（2）朝鮮映画「半島の春」に関するもの：21 通
　詳細は後掲。

２－９．字幕制作参加者

教員：2 名。
学生：人文学部東アジア地域言語学科中国コース　計

19 名。
内訳は以下の通り。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 OB 計

0 6 5 6 2 19

※準備期間が 2012 年度後期から 2013 年度前期に亘ったため、学生の学
年は 2013 年度現在のものを示し、2012 年度の最高学年在籍者は OB と
して表示した。

（間）

３．字幕制作について

第 1 回から第 4 回までは中国映画と韓国映画の双方に
日本語字幕を付けてきたが、前述のように、本年は諸般
の事情により中国映画のみの字幕制作となった。

中国映画は、過去四回とほぼ同じ工程で作業を進め
た。すなわち以下のような流れである。
（1）第４回発表会（９月）を終えた翌 10 月から、今

年度の作品のセリフの読み合わせを週 1 回（金
曜 3 限）の勉強会として行い、中国語のセリフの
直訳を作る。2012 年後期は最高学年（四年）が

2009 年度入学の学生、以下 2010 年度入学の三年
生、2011 年度入学の二年生がこの勉強会に参加
した。2013 年前期は三年、二年の学年が一年ず
つ繰り上がり、新たに 2012 年度入学二年生 6 名
がメンバーに加わった。このセリフの読み合わせ
は 2013 年 7 月まで行われた。やり方は中国語字
幕つきの映像と中国語のセリフを投影するパワー
ポイントを組み合わせ、一つ一つのセリフを読
み、意味を確認していくというものである。読み
合わせ後は各シーンを一人が担当して日本語訳を
作る。

（2）７月の試験期間中、試験の少ない四年生がスポッ
ティングを行い、そのファイルを使って分担して
字幕の初稿を作成した。

（3）初稿完成後、一人が一つの役柄のセリフを通して
推敲する「役柄別推敲」を行い、推敲後のファイ
ルを集団推敲に於いて用いるファイルとした。

（4）８月下旬に本学の研修施設やまなみ荘にて 2 泊 3
日の集団推敲合宿を行い、そこでゼロ号を完成さ
せた。

（5）合宿後最後の推敲を行い定稿とした。
（6）９月の作業は主としてリーフレット制作であった。
（7）発表会当日は、受付や司会、案内などを学生が担

当した。
第４回の報告書で、「字幕制作の面にばかり気がいっ

て、映画の背景にある中国の社会、歴史などについてあ
まり深く学べていない点、大学院生のいない本学科にお
いては、このプログラムがどうしても教員主導にならざ
るを得ず、学生が大いに自主性を発揮するまでに至って
いない点」が課題だと述べた 1。今回の字幕制作では、
これらの課題はなお存在するものの、少なからぬ進歩が
みられたと筆者は感じている。これはひとえに５回とい
う回数の積み重ねのなせる業であろう。第一回に参加し
た学生と今回参加した二年生の間には直接の経験の継承
はないものの、確かに受け継がれ、発展しつつあると感
じられる何かがあった。

また、これは余談だが、昨今の就職試験に於いては企
業側が学生に大学時代に何を熱心にやったかを問う場合
が多い。その際、字幕チームに参加した学生は例外なく
この活動について述べるのだそうだ。そうするとほとん
どの企業の担当者がこの活動に興味を示し、いろいろと
質問して話が盛り上がるのだという。このエピソード
は、この活動が本学科、ひいては本学の特色ある活動の
一つに育ちつつあることを示すと共に、社会にアピール
する魅力を持ちうることの表れではないかと考える。

（間）

1 間ふさ子、熊木勉「第４回福大生による東アジア映画字幕制作・成果発表会について」『福岡大学研究部論集　A: 人文科学編』13 巻 2 号、
2014 年 1 月、77 頁。
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４．朝鮮映画上映について

これまで第 1 回から第 4 回までは韓国映画に日本語字
幕を付ける作業を中国映画にあわせて行ってきたが、今
年度は残念ながら担当する東アジア地域言語学科韓国コ
ースの教員がさまざまな仕事に追われる中で、地道に字
幕作業を行う時間的な都合をつけることができなかっ
た。さらに言えば、これまで概ね 50 年代を中心に古い
映画を念頭において作品を選定して来たのであったが、
著作権の問題があり、すべて韓国映像資料院から出て
いる DVD に字幕を入れさせていただく形での作業が土
台となっていたのが実際のところである。逆に言えば、
それ以外の商業映画を利用する場合、著作権の許可を得
る手続きに一定の労力が発生し、また著作権の存在をど
こに確認すべきかもはっきりとしない場合もないわけで
はなかった。韓国映像資料院の資料を原則としてきたの
は、こうした問題を原則的にクリアできると考えたから
であった。しかし、韓国映像資料院から出されたコレク
ションは、近年は日本語字幕がすでに韓国文学翻訳院の
手によって挿入されている状態で出荷されている。とす
れば、私たちができる作業はこのコレクションにはな
い、ということになってしまう。もちろん、あらたに字
幕を付け直すということも可能であろう。しかし、一度
ついている字幕をあらたに付け直すことは、教員として
は字幕作業という側面から言えば一旦学生たちに手品の
種明かしをするようなものでもあり、モチベーションと
いう意味からもこの形で字幕作業に時間を割くことに二
の足を踏んだというのが現状であった。

実は、韓国映像資料院の古典コレクションのうち、私
たちが字幕をつけていないもので日本語字幕が入ってい
ない DVD も複数存在する。これらについては、第 1 回
から第 3 回までを担当した熊木は一応すべて映画を見た
つもりである。しかし、はたして作品としての完成度は
どうなのか、字幕を入れるという作業そのものは学生た
ちの勉強にはなるにしても、映画の作品性の高さや、映
画の背景から得られる何らかの学びが作業を行う時間に
見合った形で期待できるのかどうかと考えた場合、あえ
て字幕作業を行うべきかどうかの判断の岐路に立たざる
をえなかった。また、すぐれた作品であっても、今度は
学生の側でそれを十分に消化できるかどうかの問題も存
在した。2 時間程度の長編になると、そういう問題がと
くに顕著に意識されることとなる。

第５回成果発表会ではこうした諸事情に鑑み、韓国コ
ースでの映画の字幕作業をいったんは中断することとし
た。その代り、私たちは教育ではなく地域貢献という側

面を意識することとした。
植民地時代の朝鮮映画を上映することにより、観客の

方々に当時の映画をそのままに見ていただこうという試
みである。さらに、作品の理解を深めていただくべく、
熊木が映画の解説を行った。

今回、上映したのは、「半島の春」（1941 年）であった。
監督は李炳逸、出演に当時人気を博した金一海、金素英
の姿が見える。極めて大衆的な映画であり、当時、新聞
でも扱いは小さいものであったが、逆にいえば、新聞に
もさほど扱われないほどに「時局との関係の薄い作品」
であったということも言える。原作は金聖珉「半島の芸
術家たち」（『サンデー毎日』1936 年）である。

映画では、日本語と朝鮮語が入り混じっている。字幕
は当時の日本語字幕そのままである。私たちはこの映画
を観ていただくことで、当時の朝鮮映画の姿を観客の皆
さんにそのままに提示したいと考えた。当時の日本語字
幕そのままであるので、観客の方々にとってみると、ま
さにタイムスリップしたかのように、加工のない、当時
のままでの映画鑑賞となった側面もあることであろう。

こうした試みには是非もあろうが、手軽に韓国映像資
料院の資料を手に取ることができない市民の方々には大
いに参考となりえたのではないか。当日の解説で行った
熊木のパワーポイント資料を後ろに参考として付してお
く。

（熊木）

５．成果発表会当日について

過去四回の発表会において、当日お客様から出た注文
は、前の人の頭が邪魔になって字幕が見えにくい、とい
うことと、ホールの冷房が効きすぎているというもので
あった。

今回は毎年お借りしているエルガーラホールでリニュ
ーアルが行われ、これまでの中ホール I から多目的ホー
ルへと会場が変更になった。中ホールⅠはほぼ四角形の
部屋だったが、多目的ホールは長方形の部屋で、スクリ
ーンは長辺の壁に設置される。面積はほぼ同じであるた
め、並べられる椅子の数は同じだが、一列に並べる椅子
の数が増え、列の数が減った。その結果、これまでのよ
うに前の人の頭が邪魔になって字幕が見にくいという現
象は減るのではないかと思われたが、残念ながら今年も
同様の意見を若干頂戴した。この問題は当面座席の並べ
方を工夫することで折り合いをつけるほかなさそうであ
る。

字幕は今年も向かって右上に縦書きで表示した 2。朝
鮮映画も古い映画であるため、最初から向かって右上に

2 「我們村裡的年軽人続集（続村の若者たち）」のオリジナル映像には最初から英語字幕が付いていたため、日本語字幕は向かって右上に表示
せざるを得なかったこともある。



― 152 ―　福岡大学研究部論集　Ａ 14（2）　2015

（4）

2014/10/11

2

李炳逸「情熱の描写」（朝光：1941年5月号）より抜粋

「半島の春」このテーマは朝鮮の映画人らの独特な環境と彼ら
の持っている良心的芸術家としての情熱を描写しようとする一
つの生活記録である。私が『このシナリオ』を選んだ意図は、こ
の作品が持っている特異な内容と芸術家として生きようとする
一つのグループの生活『ニュアンス』を克明に描写したかったか
らである。もう一つ言っておきたいのはこの作品で演出家として
の野心を成功させることよりも、作品に対する真摯な意図を最
後まで貫徹すると同時に朝鮮の映画人としての新出発を約束し
たかった。…（原文朝鮮語）
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3

金素英(キムソヨン)（1913－？）

清純かつ恥ずかしがりの印象で
当時、高い人気を誇った。

当時における朝鮮三大女優の一人。
・文芸峰
・金信哉
・金素英

1948年の映画以降、行方が分からない。
結婚に伴い、アメリカに渡ったと伝えられる。

卜恵淑(ボッケスク)（1904－1982）

「籠の中の鳥（농중조：1926）」で朝鮮の大スター
羅雲奎と共演するなど、芸歴が長く、とりわけ1940年
「授業料」で老け役を演じて好評を博し、以後、老け役
で出ることが多かった。

本学科の字幕制作発表会での作品「青春双曲線」
「三等課長」をはじめとして、数多くの作品で演技を
見せている。

韓国映画俳優協会初代会長でもあった。
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表示されていたので、この点では問題はなかった。
冷房に関しては、昨年同様、会場内に学生を配置し体

感温度をこまめに確認して調整したが、やはり寒いとい
う意見が一部あった。これらの問題については今後も状
況に応じた対応を心掛けたい。

なお、上にも記したように、当日の受付や司会などは、
中国映画チームの学生が行った。

（間）
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「半島の春」解説

福岡大学 人文学部

熊木 勉

李炳逸(イ・ビョンイル)（1910－1978）

1932年 日本に渡る。翌年、コリアレコード社を設
立。（三崎英語専門学校で修学か）

1938年 日活東京撮影所、監督部に入社。阿部
豊（ハリウッドの影響を受け、sophisticated comedy
を導入）の教えを受ける。

1940年 朝鮮に戻り、明宝映画社を設立。

1954年 40年代後半に米国で映画を学び、日本
滞在を経て帰国。東亜映画社を設立。

1956年 代表作「시집가는날(嫁入りの日)」を監
督。（韓国映画初の海外映画受賞作：第4回アジ
ア映画祭最優秀喜劇賞）
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を導入）の教えを受ける。

1940年 朝鮮に戻り、明宝映画社を設立。

1954年 40年代後半に米国で映画を学び、日本
滞在を経て帰国。東亜映画社を設立。

1956年 代表作「시집가는날(嫁入りの日)」を監
督。（韓国映画初の海外映画受賞作：第4回アジ
ア映画祭最優秀喜劇賞）



第５回福大生による東アジア映画字幕制作・成果発表会について （間・熊木）　― 153 ―

（5）

2014/10/11

4

金一海(キムイルヘ)（1906－2004）

なお、圧倒的な存在感を見せる許監督役は、徐月影（서월영：1904－1973）。
演劇出身で演技力に優れるが、解放後は活動を縮小する。

演劇を経ずに映画の世界に入ることで
トーキー映画に合った大げさでない
写実的な演技で評価を受ける。

1930年代後半から40年代前半期において
当時の朝鮮映画のスターであった。

金聖珉「半島の芸術家たち」

金聖珉「半島の芸術家たち」
1936年に『サンデー毎日』で
千葉亀雄賞を受賞。

1年ほど朝鮮で映画製作に
携わった経験がある。

純粋小説としての張赫宙を意識
して、金は大衆小説を意識。

小説には実際にあったことが
二三含まれているとの弁。

受賞にあたっては菊池寛がその
大衆性を高く評価した。

2014/10/11
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日本語と朝鮮語

• 1941年の時点で、朝鮮の人口は2400万人(内地
人70万人除く)。うち、日本語を「精解シ得ル者」
1,884,733人(7.88%)。「普通会話ニ差支ナキ者」
2,087,361人(8.73%)。合計で16.61％。『朝鮮総督
府施政年報：昭和16年度』

• 誰を対象に製作された映画であるかの問題→明
治座は日本映画を多く上映したが、1938年を基
準として、日本人5割、朝鮮人5割の観客（『三千
里』1938年5月号）。1500席。

『半島の春』の意味

• 当時の朝鮮人芸術家たちの生き方→不遇な状況からの脱
出と日本への協力

• 現代からの視線→内鮮一体の過渡期的要素、京城の日
常の断面

2014/10/11
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生活相

李在鎬(イジェホ)（1914－1960）

映画で演奏された「木浦の涙(목포의눈물：1935)」（曲：孫牧人、歌：李蘭影）

代表的な曲「慶尚道娘（경상도아가씨：1952）」(曲：李在鎬、歌：朴載弘)

解放前の代表曲
「불효자는웁니다」
「번지없는주막」
「대지의항구」

解放後の代表曲
「홍콩아가씨」
「물레방아도는내력」
「경상도아가씨」
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・小説とは細部でさまざまな違いを見せ
る。

・登場人物の名前も変わっている。

・映画のアンナ像は、小説ではさらに「悪
女」のように描かれている。

・同じく大衆性が強いが、映画のほうがメ
ロドラマ的な要素が強く見える。

・小説では作中映画は「舞姫の愁心歌」。
映画では「春香伝」。

・小説では最後が満州へと向かう形（内
→外）、映画では東京へと向かう形（帰
属）。

1941年の朝鮮、そして朝鮮映画

• 朝鮮映画令（1940年8月施行）[映画法（1939年10月施行）を基本
的に踏襲（主務大臣を朝鮮総督に変えるなどの変化）]→製作は朝
鮮映画製作株式会社へ一元化（1942年9月）

• 朝映では「国家目的に即応し、朝鮮統治の根本方針に従ひ、皇国
臣民化錬成に資すべき優秀な」劇映画・文化映画・時事映画を独
占的に製作。自由製作は認められなかった。

• 一方、資金と機材の問題→企業化、安定的な資金の必要性→日
本への協力という一面も。

• 朝鮮では映画が大きな娯楽。1942年（1941年人口基準）で2400万
人程度の人口に対し1年の観客動員数は3000万人。単純に計算
しても1人で年1.2回ほどは観ている。京城では1人あたり7回。→映
画の宣伝・影響力
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当時をうかがわせる１シーン

「芸道一代男」「ロビンソ
ン漂流記」

また、李香蘭（美しき犠
牲）の垂れ幕が見える。

当時をうかがわせる1シーン

タバコ「みどり」。
こうした映像は広告としての
効果も考えうる。

2014/10/11
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当時をうかがわせる1シーン

ビールはキリンビール。

ありがとうございました。
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望郷草の愛（망향초사랑）

白蘭児（ペク・ランア）

↑ 映画のシーン

望郷草の愛

明治座

↑ 映画のシーン 当時の写真
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現在の明治座（明洞芸術劇場）

http://blog.daum.net/baweesol44/8871827 より

明治座での撮影

1941年3月2日に明治座で実際に
撮影。

李香蘭「美しき犠牲」の封切り舞台
挨拶を見に来た人たち。
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６．当日配布したリーフレット
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７．観客の感想（順不同、記述のまま）

７－１．中国映画「我們村裡的年軽人続集（続村の若者

たち）」に関するもの

a）作品に対する感想

・良かった。楽しい部分もあり、鑑る前の想像と少し
違った印象でした。若い学生の方達がこの作品を選
んだ事を良かったと思いました。（50 代女性）

・今の北朝鮮の雰囲気が感じられました。豊作ではな
いでしょうが…（30 代）

・とても清々しい、若い人の素晴らしさがよくでてよ
い映画でした。その時代と人々の良さがよく出てい
る、懐かしい映画で楽しませて頂きました。（60 代
女性）

・中国の暮らしや考え方などが感じられて、人々の情
熱やはつらつした姿が良かったです。（30 代女性）

・很好。（60 代男性）
・村の若者たちが、村の発展のために水力発電所建設

に向けて頑張っていく物語でした。（60 代）
・興味深かったです。1960 年代の中国の様子も感じら

れてよかったです。（30 代）
・やっぱり共産圏らしいプロパガンダな作品でした。

最近ニュースで聞く中国の環境破壊や汚染の話題と
は対照的で、これが本来の理想なのかと思いました。

（20 代男性）
・昨年に引き続き楽しく拝見しました。男女に差がな

く、協力して大きな仕事を成しとげている様子に感
心しました。（40 代女性）

・いい映画でした。（70 代）
・很好。（60 代女性）
・昨年も見たので、続編の意味が良くわかった。電気

導入をめぐる中国の苦労が分かった。（50 代）
・古い中国ドラマは久しぶりなので、以前の頑張る人

をみると、いい感じだと思う。笑う顔と頑張る姿と
ても感動しました。そんな良い映画を紹介してくれ
てありがとうございました。（10 代女性）

・去年も観たので、楽しみに来ました。（40 代女性）
・はじめて見る映画でしたが、率直に言って見やすい

作品だったと思います。（20 代男性）
・昨年も見たのでわかりやすかった。なつかしく楽し

ませてもらいました。※学校では昭和史は全く勉強
せず、日本が台湾や朝鮮を植民地にしていたことを
全く知りませんでした。（60 代）

・半世紀前の中国の状況が描かれており、興味深かっ
たです。（60 代男性）

・楽しかった。今日から見れば、全く別世界。当事者は、
夢を演じ、夢を見せようとした、という事のようで
すね。今回も舞台は山西。賈樟柯の父親は、この続
編のロケ風景も見たのでしょうか？一度たずねてみ

ようと思いました。（60 代男性）
・昔の中国映画を観る機会がないので、興味深く観る

ことができました。（30 代女性）
・中国の時代背景が分かっておもしろかった。（30 代）
・明るく楽しい映画でした。（60 代女性）
・50 年前の映画ですね。（40 代）
・中国共産党の指導の下、人民公社による農業の集団

経営方式がうまくいっているという国策映画の感。
・当時の中国の状況が伝わる作品で、勉強になりまし

た。書籍ではなく映像である点が意義深いです。農
業の機械化⇐電化の様相が興味深く、かつ、現在で
も問題があることも含め、考えさせられます。（50
代女性）

・良かった。※椅子を並べる時は奇数列と偶数列で交
互にずらして並べるともっといいと思います。空調
が寒かった。（50 代女性）

・很有意思。とても面白かった。（70 代男性）
・社会主義建設（発展）の国策映画ではないでしょうか。
（60 代男性）

・勉強になりました。（60 代女性）
・1950 ～ 60 年代の（文革前の）新しい国づくりに国

民が燃えていた明るい雰囲気と熱気を感じさせる、
楽しい映画でした。※今までに字幕をつけた映画を
まとめて上映してください。（せっかく学生が苦労
して完成させた作品ですから。）（60 代）

・農村の生活や恋愛も描かれていて、おもしろかった
です。（50 代女性）

・昔の中国の家の中や、風景など、興味深かったです。
また国は違っても、一つの目標にむかって皆で協力
し合うことのすばらしさを改めて感じました。（40
代女性）

b）字幕に対する感想

・よくできていると思いました。英語の字幕と比べ、
日本語字幕は独自に努力されて解釈を熟考されてい
るように思いました。（50 代女性）

・分かりやすい言葉だったと思います。（30 代）
・すっきりと、とてもよい字幕の入り方でした。歌が

とても良く、その言葉が心にしみ入りました。よい
映画に出会えました。ありがとうございました。（60
代女性）

・分かりやすく見やすかったです。（30 代）
・很好。（60 代男性）
・丁度良い具合に出来上がっていました。（60 代）
・とても上手でした。というよりも、プロ級だと思い

ました。（30 代）
・とても分かりやすかったです。（40 代女性）
・うまいと思いました。（70 代）
・よく頑張られたと学生さんたちのご努力に感心しま
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した。
・字幕もきれいでした。延塚先生你的中文很好！（60

代女性）
・よく出来ている。字幕を見るだけで、内容が理解で

きる。すばらしい出来ばえである。（50 代）
・觉得字幕编辑得很好。我的日语不太好，但是觉得字

幕组一定下了很多工夫。很用心，做的很好。（10 代
女性）

・ テープおこしをして、字をあてていくのでしょう
か？今回で 3 回目なのでその辺に興味を持ちました。
短くまとまっていて、わかりやすかったです。（40
代女性）

・すばらしかったと思います。私も最近になって中国
語に興味を持って映画は主ではないんですが、中国
人のインタビューとかを見て、自分の聞き取れる所
だけ理解しようとしています。字幕制作は映画の内
容もふまえて訳す必要があると聞いているので、や
はり大変なんだと思いました。（20 代男性）

・とてもよいと思います。很好。（60 代）
・違和感なく楽しめました。辛苦了！（60 代男性）
・短いことばで、判りやすく、学生のみなさんの努力

のほどが感ぜられます。今後も、がんばって下さい。
（60 代男性）

・中国語は全く分かりませんが、映画の内容がよく分
かりました。一番後ろの席でしたが、日本語字幕し
っかり読めました。（30 代女性）

・まだ中国語が分からないので評価できません。（60
代男性）

・分かりやすかったです。（30 代）
・とてもよくできていました。わかりやすかった。（60

代女性）
・よくがんばりました。”デキ男”は？（40 代）
・違和感なく適宜であり良かった。
・ついつい英訳を見てしまいましたが、正確で、かつ、

会話としてもこなれていて、読み取り易かったです。
学生諸氏の真面目な取り組みの成果として、感銘を
受けました。（50 代女性）

・とても素晴らしい。キャナル 13 で見た「目撃者」の
字幕も福大生が製作したのを知って、驚きました。
良く出来ています。（70 代男性）

・とても（活字体）見やすく縦文字だったので良かった。
（60 代男性）

・分かりやすく良かったと思います。（60 代）
・分かりやすかったです。（50 代女性）
・分かりやすかったです。（40 代女性）

７－２．朝鮮映画「半島の春」に関するもの

・初めて鑑賞する朝鮮映画です。珍しい普段なかなか

できない経験をしました。（50 代女性）
・当時の時代背景が感じられる、珍しい映画でした。

解説も詳しく、丁寧で良かった。（60 代男性）
・昔の映画はすばらしい。（60 代男性）
・珍しい映画、ありがとうございました。（60 代）
・終戦前の時代背景を写し出されていました。（60 代）
・1941 年ごろの朝鮮、映画界の雰囲気がよく伝わりま

した。（30 代）
・当時の朝鮮の時代背景がよく出た映画でした。（50

代男性）
・朝鮮語と日本語が混ざり合っていることに驚いた。

内容は何がテーマかわかりにくい。（50 代）
・朝鮮語が聞きたかったので日本語が多くて残念でし

た。字幕が無い所を自分で解釈出来て楽しかったで
す。（40 代女性）

・ぼくも一番印象に残ったのは日本語がよくまじって
いたところです。（20 代男性）

・ことばの学習もかねて勉強させていただきました。
● [ 判読不能 ] の植民地時代をのぞいた気がします。

（60 代）
・人々のかかわりがなつかしく思いながら見ました。

70 年前の映画に見えませんでした。（60 代）
・戦前の京城の風景などを楽しめました。（60 代男性）
・とても良かった！映画作成者たちの苦労、情熱がよ

く分かった。しみじみとした作品で深い想いが胸に
残った。解説を聞いてよく理解できた。（60 代女性）

・2 回目の観覧でした。前に気が付かなかった点をい
ろいろ確認でき、あらためて楽しませていただきま
した。植民地時代は言葉を奪い、人（女）を奪い、
国を奪ったと、最近の韓国政府は言っているが、日
本と同等の教育・社会資本を注ぎ込み、近代化が図
られたと確認できた。韓国人の主体的自治であり平
和な社会を見られ良かった。また往時の日本語が上
品だった。（40 代男性）

・当時の朝鮮と日本の関係を如実に表している作品と
して見ました。朝鮮人の名前の日本読み、朝鮮人自
身が日本語を使うこと等、痛烈です。朝鮮の生活の
様子も、大いに勉強になりました。（50 代女性）

・毎年貴重な映像を見ることができて、楽しみにして
います。字幕制作は大変でしょうが、なかなか体験
できないと思います。当時の京城の様子が見れて興
味深かったです。日本語が時々入るので不思議でし
た。（50 代女性）

・私が生まれた 5 年後の作品でとても興味がありまし
た。（70 代男性）

・戦前の朝鮮半島、日本統治時代の模様が見れて興味
深い作品でした。日本語と韓国語が交互に出てくる
のは何故か？（60 代男性）

・半島の春が字幕が見にくかった。画面に白い所に字
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幕があり分からなかった。（60 代女性）
・現代の韓国映画の源流としてより、日本の古い映画

の雰囲気が感じられた。父母が京城で出会って、結
婚して（父：京城医専、母：京城第一高女）終戦で
日本に帰国。父母の京城生活の一端が伺われた。（60
代）

・興味深かったです。どんな● [ 判読不能 ] の流れで、
映画をつくっていたのか、分からないままでした。

（50 代男性）
・映画は時代を写す鏡。当時の朝鮮の状況がよく理解

出来ました。朝鮮語と日本語の混在、街の様子、生
活の状況などなど。貴重な古い映画を見る機会を与
えていただき感謝しています。韓国映画にはまって
います。イム・グォンテクの風の丘を越えて、祝祭、
春香伝など大好きで、そのルーツを感じました。（60
代男性）

８．おわりに

今回の成果発表会は、残念ながら韓国映画が学生の制
作した字幕では参加できなかった。このことはまことに
残念ではあるが、一方で、特筆すべき出来事もあった。

それは、本成果発表会が協賛企画として参加してい
るアジアフォーカス・福岡国際映画祭事務局よりお話
をいただいて、当映画祭が交流を行っている中国・西
寧 FIRST 青年映画祭の審査員特別賞受賞作品に我々が
日本語字幕を付けたことである。これはアジアフォーカ
ス・福岡映画祭の期間中にキャナルシティで特別上映さ
れ、満員の盛況であった。

作品は高則豪監督『目撃者』（2012 年／中国／ 94 分）、
字幕制作を行ったのは、在学中に字幕勉強会に参加して
いた本学科中国コースの卒業生 2 名と本学科の教員（甲
斐・間）である。

7 月 25 日に FIRST 青年映画祭で受賞作品が決定し、
その後アジアフォーカスで上映される本作品の映像デー
タが我々の手元に到着したのが 8 月 23 日、映画祭での
上映が 9 月 19 日と、一か月足らずの字幕制作期間であ
った。かなりの強行軍ではあったが、集団推敲という我々
のやり方をうまく生かし、それなりの水準の字幕が出来
たと自負している。

このように、我々の活動が社会に認められ、社会のた
めにささやかながら貢献できるようになったことはまこ
とに喜ばしい。今後も本学科の卒業生がこのような場で
力を発揮できる機会が増えるよう精進していきたいと考
えている。

（間）

参考資料

一、アジアフォーカスちらし

二、福岡フィルムコミッション「目撃者」関連情報
　http://fukuoka-film.com/topics/old_2013_09.html


